
遊びが子どもをつくる

１．子どもの人間性は遊びによって育つ

　おとなが、仕事に打ち込み、仕事を通して磨かれていくように、子どもは遊びに熱中し、遊びを通してからだが鍛えられ、頭が磨かれ、心が育っていくのです。

　遊びに熱中できる子は、期が熟せば勉強にも仕事にも熱中できる子どもであるといえます。最近は、無気力、無関心、無感動な子どもが増えていると心配されていますが、遊びにさえ関心を示さない子が最も重症なのです。

２．子どもにすすめたい遊び

　テレビゲームや、ファミコンなどのゲームは、指先だけを動かす孤独な遊びで、反射神経の訓練にはなっても、考える力がつくとは思われません。

　遊ぶ時間の大部分がこのような遊びに占められているのでは心配です。

　次のような遊びが望ましいのですが、このすべての条件を兼ね備えている遊びはそれほどありません。　そこで、各タイプの遊びを多様に経験させるようにしたいものです。

· 集団型の遊び……社会性、協調性、思いやりの心が育つ［例　鬼ごっこ、かくれんぼ、すごろく、馬飛び、なわとび、石けり、かたとり］

· 運動型の遊び……敏捷性、柔軟性、巧緻性が伸びる［例　ボール遊び、ジャングルジム、馬飛び、なわとび、鬼ごっこ］

· 思考型の遊び……推理力、判断力、注意力が伸びる［例　トランプ、オセロゲーム、パズル類、碁・将棋］

· 創造・創作型の遊び……創造性、表現力が伸びる［例　砂遊び、折り紙、積み木、プラモデル］
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遊びの威力


◆社会性が育つ


◆体力が発達する


◆情緒が安定する


◆創造性が伸びる


◆行動力が身につく





























